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教育後援会は，今年で４５年目を迎えました。これまで，地域の皆様の深いご理解と多大なるご協力

を賜り，地域で学ぶ，地域に学ぶことを中心とした体験活動など，特色ある学校づくりを充実させること

ができました。今年度もどうかご協力賜りますようお願い申し上げます。 

 

ごあいさつ   教育後援会 会長 鈴 木 修 史 

サクランボが真っ赤に実る初夏の候、干布地区の皆様には愈々ご 

清栄のこととお喜び申し上げます。 

今年度の常任委員会に於いて、長年御尽力下さった花輪幸栄会長

が御勇退なされ、その後任として会長の重責を受けさせて頂くこと

となりました。元より浅識菲才の身でありますが専心務めて参りた

いと存じます。 

さて、教育後援会の主たる事業は、児童への褒賞や教材・教具の 

充実、そして特色ある学校づくりへの支援であります。現在のコロナ

禍の中、教育環境にも大きな影響と変化があると思いますが、干布の次世代を受け継ぐ子供

たちを、たくさん褒めてあげて、生き生きと楽しく学べるような学校づくりと、親や家族だ

けでなく地域の幅広い方々とかかわりや繋がりを持てるような環境づくりに支援して参り

たいと思います。皆様方にはご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げ挨拶と致

します。 

 

  ともに考える人に    干布小学校 校長 多勢 弘子 

地域の皆様には本校の教育活動を温かく見守っていただき心よ

り感謝申し上げます。 

昨今の環境や世界情勢等の新たな課題に直面し，人とのつなが

りの大切さを痛感します。そこで、今年度も校内では運動会など

の異学年交流や委員会活動を通して、よりよい学校生活づくりを

より大切にすすめています。特に、委員会活動では意見交流の活

性化やよりよいくらしになるための見直し，テレビ番組のような

放送朝会など工夫を凝らした取組みでみんなを楽しませています。 

また、地域においても「紅花保全」「ひまわり迷路」など地域の方々とのふれあい活動を

通して、地域が元気になる活動をすすめています。 

これらの取組みを通して、将来、子供たちには、家族や地域の皆様とともに幸せを感じ合

える人になってほしいと願っております。 

地域の未来を支える子供たちの確かな成長のため、努力してまいりますので、今後ともご

支援よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

今年度の本校の学校教育目標「心豊かにともに生き

ぬく子供の育成」を達成するために，本校では，キー

ワードとして「自分で考えて，動ける子供」を掲げて

おります。変化の激しい時代において予測困難な出来

事に遭遇した時，自分たちの頭で考え，知恵を出し合

い，解決の糸口を見つけられる子供たちを育成する，

という思いを込めております。 

碑                ５月２１日（土）に行われた今年の運動会では，自

分から行動する姿がたくさん見られました。応援団幹部は， 

応援練習で，指示が全体に通らず，全校生を動かすことの 

難しさを体験しましたが，自分たちで話し合いをして対策 

を考え，当日は両組とも素晴らしいパフォーマンスを披露 

してくれました。実行委員は運動会の機運を高めるために， 

タブレットを活用し，応援団の活動の様子を映像に収めて 

給食の時間に放送するといった，これまでにない取組みに 

チャレンジしました。また，アナウンス係はセリフも音楽 

もタブレットに収録して当日のスムーズな運営にひと役買ってくれました。 

今後，縦割り班での活動や生活科や総合的な学習の時間等の様々な場面で，自分で考え，

行動する取組みを進めてまいります。こうした活動を推進するうえで，地域の皆様からお力

添えをいただくことも多々あるかと思います。引き続き，皆様のご理解とご協力を賜ります

よう，重ねてお願い申し上げます。 

 

 

地区の皆様のご支援，ありがとうございます！ 

本校の教育環境充実のために，毎年多くのご支援をいただき心より感謝申し上げます。皆

様からいただきました会費は，運動会等の表彰メダルや記録証の購入、体育科のダンスの講

師招聘事業、ホワイトボードを活用した上手な話合いの進め方を学ぶ授業の講師招聘事業等

のために使わせていただきました。また，資源回収の収益金と合わせて、ワンタッチ式の大

型テントを購入させていただきました。準備・後片付けが簡単なワンタッチ式のテントは、

これまで１張しかなく、運動会では他校から借用して使用している状況でした。昨今の温暖

化の影響もあり，運動会等の行事で児童を陽ざしから守る場面 

で使用したいと考えております。 

さらに，動画撮影のためのタブレットを固定する三脚を購入 

しました。全校朝会のリモート配信や児童委員会活動等での動 

画作製でタブレットを使用していますが，これまでは手持ちで 

の撮影だったため，画面がブレることもしばしばありましたが， 

三脚を使用することでより便利になりました。引き続き、本校 

のＩＣＴ教育の充実を図ってまいります 

なお，会計の詳細につきましては裏面の「令和３年度 教育後   タブレット用の三脚 

援会 決算書」をご覧ください。 


